


ごみ燃料化施設（好気性発酵乾燥方式）関連事業者への民間企業参入意向調査結果より、

処理対象廃棄物、施設規模及び必要敷地面積、固形燃料生成量を設定します。新ごみ処理施

設の稼働開始予定年度は令和11年度を想定しました。

本組合の令和11年度の計画ごみ質及び既存資料を基に、ごみ燃料化施設（好気性発酵乾

燥方式）で生成する固形燃料の性状を試算しました。生成する固形燃料は、（公社）全国

都市清掃会議「ごみ処理施設整備の計画・設計要領（2017改訂版）」の10年間平均データ

を参考に試算した結果、RPF規格を満たさないが、RDF規格を満たす結果となりました。
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処理対象廃棄物
（燃やすごみ・可燃残渣）

02 03

施設規模と敷地面積種類と処理量 固形燃料
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ごみ燃料化施設 固形燃料生成量

２.施設規模等の設定

３.固形燃料の品質試算結果

※災害廃棄物は含まず

３１,５９４ｔ/年

燃やすごみ

可燃残渣

２,７６８ｔ/年

３４,３６２ｔ/年

総量

１１０ｔ/日

規模

トンネル本数

２４本

面積

約４.０ｈa

１９,０９３ｔ/年

R11年度生成量

１日当たり

約６１.２ｔ/日

①廃棄物由来の紙、プラスチックなど固形化燃料（RPF）

A B C

高位発熱量 MJ/kg 25以上 25以上 25以上 24.5 規格外

水分質量分率 ％ 5以下 5以下 5以下

灰分質量分率 ％ 10以下 10以下 10以下 7.69 Aランク

全塩素分質量分率 ％ 0.3以下
0.3超え
0.6以下

0.6超え
2以下

1.02 Cランク

※水分率はRPF品質基準内に制御されると想定されるため、検討対象外

品質項目
（RPF規格）

単位

検討対象外※

RPF品質基準 組合

10年平均

②廃棄物固形化燃料（RDF）

発熱量 kJ/kg 12,500以上 24,508 規格内

水分 ％ 10%以下

灰分 ％ 20%以下 7.69 規格内

※水分率はRDF品質基準内に制御されると想定されるため、検討対象外

検討対象外※

品質項目
（RDF規格）

単位
組合

10年平均
RDF品質基準





６.導入課題の整理

ごみ燃料化施設（好気性発酵乾燥方式）を、現在の建設候補地で整備する場合（ケース1）

と新たな建設候補地に整備する場合（ケース2）の施設整備スケジュールを検討しました。

５.施設整備スケジュール
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1.固形燃料需要先の確保

1) 固形燃料の製造量が61.2t/日であり、受入可能と回答した事業者の最大受入量50t/日を上回ることから、追
加の需要先を確保する必要があります。

2) 需要先確保を民間に委ねた場合に、可能である意向が示されており、それを踏まえた事業スキームの検討が
必要になります。

2.建設候補地の必要敷地面積の不足

1) ごみ燃料化施設（好気性発酵乾燥方式）（4.0ha）とマテリアルリサイクル推進施設（4.2ha）を合わせた必
要敷地面積は8.2haであり、現在の建設候補地の敷地面積約5.2haに対して、約3.0ha足りないことから、
用地の拡張または新たな建設候補地を確保する必要があります。

3.施設稼働開始時期の遅れ

1) ごみ燃料化施設（好気性発酵乾燥方式）では、建設候補地を変更した場合、施設の稼働開始時期が令和16年
度となるため、当初の稼働開始予定年度（令和11年度）より5年程度遅れる見込となります。

2) 1)の期間の別途処理の対応（既施設延命化または民間委託等）を手配する必要があります。

4.寒冷地及び臭気指数に対応する設計

1) 彦根市は寒冷地であり、また、悪臭規制に臭気指数を使用していることから、寒冷地及び臭気指数に対応
した施設整備仕様にする必要があります。（民間企業参入意向調査結果より、施設設計で寒冷地及び臭気
指数に対応可能であり、その対応策費用は事業費に反映されております。なお、限られた先行事例に対し
２倍以上の施設規模のスケールアップが求められることを含め、対応策費用の縮減に向けた改良の余地が
あります。）

ごみ燃料化施設（好気性発酵乾燥方式）を導入するにあたり次の課題を解決する必要があります。

ケース１．建設候補地変更が不要な場合

1 基本構想

2 測量・地質調査・造成設計

3 都市計画決定・生活環境影響調査

4 造成工事

5 建設工事

6 施設稼働開始

R17R10 R11R6 R7 R8 R9 R16R12 R13 R14 R15
項目

年度

R5

ケース２．建設候補地変更が必要な場合

1 建設候補地選定

2 基本構想

3 測量・地質調査・造成設計

4 都市計画決定・生活環境影響調査

5 造成工事

6 建設工事

7 施設稼働開始

※上記の概要工程は、計画の進捗及び外的要因等によって工程に遅延等、
　また、項目の追加または削除並びに工程順序の前後が発生する可能性があります。
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